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第４回（平成 29年度第 2回）支部幹部会議事録 

JCI 四国支部 

 

１．日 時  平成 30 年 1 月 18 日（木）15 時 00 分～16 時 10 分 

２．場 所  香川県生コンクリート工業組合 ２Ｆ会議室 

３．出席者  松島学，甲斐芳郎，石村典久（代理：藤田尚），氏家勲，橋本親典 

藤井禎，古田満広，横井克則，堀井克章         （計 9 名） 

４．配付資料 

資料 1 第 3 回支部幹部会議事録（案） p1～p3 

資料 2 平成 29 年度収支決算（案），平成 30 年度収支予算（案） p4～p7 

資料 3 平成 30 年度事業計画（案） p8～p11 

資料 4 平成 30 年度支部執行部（案） p12 

資料 5 四国コンクリート技術懇話会収支計算書 p13，14 

資料 6 生コンセミナーｉｎ香川の開催案内 p15～p18 

資料 7 支部規程，支部執行部候補者推薦委員会規程 p19～p23 

資料 8 2017 年制定 コンクリート標準示方書 発刊に伴う四国地区講習会の開催案内(案) 

資料 9 調達規程（JCI 本部，2017 年 12 月 26 日制定） 

 

５．審議事項 

 松島支部長より支部幹部会開催に当たり挨拶があり，その後，各議題について審議が行

われた。審議結果は，以下のとおり。 

（１）第 3 回支部幹部会議事録の確認（資料 1） 

 第 3 回支部幹部会議事録(案)が確認され，支部 HP にアップすることが承認された。 

 

（２）平成 29 年度収支決算案について（資料 2） 

平成 29 年度収支決算案について，12 月末決算および 3 月末見込み決算が承認された。 

 

（３）平成 30 年度事業計画案および収支予算案について（資料 2，3，8） 

 事務局より平成 30 年度事業計画案および収支予算案について説明があり，以下のとおり

確認した。また，平成 30 年度事業計画案および収支予算案については，2 月 5 日までに本

部へ報告する必要があり，2 月 8 日開催の支部執行委員会での審議を経ず本案を暫定的に報

告することが確認された。 

① 平成 30 年度事業計画案について 

・ 内部監査を以下のとおり実施する。 

日 時：平成 30 年 4 月 7 日（土）13 時 30 分～ 
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場 所：香川県生コンクリート工業組合 

出席者：松島支部長，堀井検査役，事務局 

・ 総会 

スケジュール案を承認し，当日の担当者等を以下のとおりとする。 

進行係：当日の出席者を確認後，松島支部長が指名する。 

議事録作成・署名：当日の出席者を確認後，松島支部長が指名する。 

懇親会参加費：これまでより 2,000 円増額し 5,000 円とする。 

懇親会の乾杯：当日の出席者を確認後，松島支部長が指名する。 

本部役員の出席：丸山会長が出席予定である。 

・ 研究委員会は常設 1 件，継続 1 件，新規 3 件の 5 件とする。 

・ 特別研究委員会の成果報告会を 2018 年 6 月に開催する。場所は香川大学とする。 

・ 土木学会四国支部主催のコンクリート標準示方書改訂に伴う講習会を 7 月～8 月開催で

準備する。なお，維持管理編の改訂講習会については「四国におけるインフラ維持管理

新技術研究委員会」の成果報告会と合同で行うことを基本方針とし，平成 31 年度に開

催する。 

② 平成 30 年度収支予算案について 

・ 以下の科目の収入を平成 29 年度実績並みに変更する。 

コンクリート技士試験報酬金：280,000 円 ⇒ 300,000 円 

見学会：10,000 円 ⇒ 15,000 円 

講習会：50,000 円 ⇒ 105,000 円 

総会時の懇親会：90,000 円（3,000 円×30 名）⇒ 150,000 円（5,000 円×30 名） 

・ 講習会･講演会支出を以下のとおり変更する。 

特別委員会製本代：100,000 円 ⇒ 0 円 

生コンセミナーｉｎ高知共催費：100,000 円 ⇒ 50,000 円 

・ 研究委員会費を以下のとおりとする。 

常設委員会は 250,000 円，その他 4 件の委員会は 1 件につき 200,000 円とする。 

 

（４）平成 30 年度四国支部執行部について（資料 4） 

 直前に開催された支部執行部候補者推薦委員会の審議結果について氏家委員長より報告

があり，松島支部長に答申したことが確認された。また，検査役については堀井検査役が

新たに 2 年間担当することが確認された。なお，島幹事の本部理事就任に伴い幹事が 1 名

減少するが，その補充はしないことが確認された。 

 

（５）四国コンクリート技術懇話会について（資料 5） 

 四国コンクリート技術懇話会の平成 29 年度分支出が確認された。 
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（６）本部理事会の報告（資料 9） 

 甲斐本部理事より調達規程が新たに制定されたことが報告された。 

 

 

以上 

 

（記録者：古田 満広） 

 


